












 

グループ売上は5,213億円で、前年比6%の減収となりました。主要市場における
厳しい市場環境を反映し、利益も前年を下回りました。 

 

通期の営業利益は概ね業績見通しに沿ったものとなり、期を通して四半期ごとに漸
次的に改善しました。 

 

個別開示項目および金融費用後の当期損益は、328億円の損失となりました。 

 



販売数量は低調に推移し、特に当社グループ売上高の大きな部分を占める欧州に
おいて、その傾向は顕著でした。 

欧州では乗用車販売台数が過去15年で最低水準に落ちこんだことに伴い、自動車
用ガラスの販売数量も減少しました。 

 

販売価格は、平均すると前年の水準を下回りました。建築用ガラスの価格は第4四
半期において安定しましたが、依然として歴史的低水準で推移しました。 

 

リストラクチャリング諸施策の促進により、当事業年度において100億円の改善効
果を上げることができました。 

これは当初想定していた年間50億円の改善効果を大幅に上回っています。 
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キャッシュ創出に注力した結果、当事業年度におけるフリーキャッシュフローは72

億円のプラスとなりました。 

 

運転資本の改善には特に力を入れて取り組んでまいりました。第4四半期において
も運転資本の削減が進み、引き続きキャッシュポジティブとなりました。 

 

設備投資は引き続き、減価償却費を下回る水準に抑えています。 

 



 

ネット借入(円換算)は前年比で増加いたしました。主な要因は円安が進行したため
です。 

ただし、やはり円安の進行を理由に、自己資本(為替換算調整額)は改善しておりま
す。 

 

ネット借入／EBITDA比率は、主としてEBITDAが低水準だったことにより前年比で
悪化しました。 

しかしながら、収益性が徐々に回復したことに伴い第4四半期において改善してお
り、次の事業年度においてもこの改善傾向は続く見込みです。 
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グループ売上高は、為替換算の影響により円ベースで6000億円に増加する見通し
です。主要市場における市場環境の大幅な改善は想定していません。 

 

無形資産償却・個別開示項目前営業利益は、リストラクチャリング諸施策による効
果がさらに見込まれることから、前年度より改善する見通しです。 

 

2014年3月期においてもリストラクチャリング諸施策を引き続き実行してまいります
が、主要な施策のかなりの部分はすでに完了しているため、 

リストラクチャリング費用は前年度より減少する見込みです。 

 

金融費用は、IFRSにおける退職給付会計基準(IAS19)の改定に伴い増加します。 
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グループの事業別売上高を示したものです。 

 

地域別には欧州が連結売上高全体の約40％、日本が30%、北米が15%、その他
地域が15%を占めます。 
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リストラクチャリング施策の効果について、当初の想定と、現時点での実績および
見通しをまとめました。 

 

リストラクチャリング施策の促進により、2013年3月期において100億円の改善効
果を上げることができました。 

これは当初想定していた年間50億円の改善効果を上回る結果です。 

この年間改善効果は、2014年3月期および2015年4月期においても、継続して発
現するものと見込んでいます。  

 

リストラクチャリング施策を加速し、追加的に生産能力の削減を行ったため、 

2013年3月期におけるリストラクチャリングに伴うキャッシュ費用および非キャッシュ
費用である減損損失は、当初想定より増加しました。 
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